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で封入し，これに細長いテフロンチューブをはめ込んだもの(直経 1 mm，長さ 15~ 2, OOOmm) で，反
応面は先端に露出させ，この部分はガラスとともに予め萩原ら [Hagihara ， B. et al , Anal. Biochem. , 
86, 417~ 4 31 (1978) J の方法によりセルロースジアセテート (CDA) で 4 回コートした後，次の
ような方法でさらにコートする:先ず へパリン水溶液( 1, OOOIU )/ ml (を 10%相当含んだ 7.5%­
CDA 溶液(アセトン:エタノール混合溶媒)を調製する。へJ'{ リンの Na塩はこの混合溶媒に不溶性
であるためソニケータでヘパリンを充分分散せしめておく D この溶液中のヘパリンは室温中でも 1 ヶ


















を 5 -10滴/min で点滴系よりカーテル内に流入せしめる。この時，流下する食塩水ラインの下部を












in vivo での無様血検定法を可能にした。これらの成果は 臨床医学および生理化学の進歩に寄与す
るものとる志められる。
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